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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 5月 16日 (2003.5.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ れ ま で 、 Ｌ Ｓ Ｉ の 絶 縁 膜 材 料 と し て は 、 や Ｓ ｉ Ｎ が 用 い ら れ て き た 。 特 に 、

は 主 要 な 絶 縁 膜 で あ り 、 Ｓ ｉ Ｎ は 、 例 え ば を Ｒ Ｉ Ｅ に よ り 除 去 す る 時 の マ
ス ク や ス ト ッ パ ー と し て 、 あ る い は 、 水 や 金 属 の 拡 散 バ リ ア 膜 と し て 用 い ら れ て き た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
ま ず 、 半 導 体 基 板 １ ０ ０ 上 に 絶 縁 膜 １ ０ １ を 形 成 し 、 こ の 絶 縁 膜 １ ０ １ を パ タ ー ニ ン グ し
て 、 深 さ ３ ０ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム の 溝 １ ０ ２ を 形 成 し た 。 絶 縁 膜 １ ０ １ の 構 成 は 、 膜 厚
６ ０ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム の 低 誘 電 率 絶 縁 膜 （ Ｌ Ｋ Ｄ ２ ７ ： Ｊ Ｓ Ｒ 社 製 ） １ ０ ３ と 、 膜 厚
５ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム の １ ０ ４ の ２ 層 構 造 で あ る 。 次 い で 、 溝 １ ０ ２ が 形 成
さ れ た 絶 縁 膜 １ ０ １ 上 に 、 膜 厚 １ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム の Ｔ ａ Ｎ ラ イ ナ ー １ ０ ５ を 形 成 し
、 更 に そ の 上 に ６ ０ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム の Ｃ ｕ 膜 １ ０ ６ を 堆 積 し 、 溝 １ ０ ２ 内 を Ｃ ｕ 膜
で 埋 め た （ 図 １ （ ａ ） ） 。 な お 、 Ｃ ｕ 膜 １ ０ ６ は 、 最 初 に ス パ ッ タ 法 に よ り シ ー ド 層 を 形
成 し 、 次 い で こ の シ ー ド 層 上 に 鍍 金 法 に よ り 形 成 し た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
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次 に 、 Ｔ ａ Ｎ ラ イ ナ ー １ ０ ５ の 溝 １ ０ ２ の 外 側 に あ る 部 分 、 お よ び １ ０ ４ を 研
磨 に よ り 除 去 し た 。 研 磨 の 条 件 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
研 磨 ス ラ リ ー ： ０ ． ２ ｗ ｔ ％ の 過 酸 化 水 素 （ 酸 化 剤 ） 、 １ ｗ ｔ ％ の キ ノ リ ン 酸 、 お よ び ３
ｗ ｔ ％ の コ ロ イ ダ ル シ リ カ （ 平 均 粒 径 ： ２ ０ ｎ ｍ ） を Ｋ Ｏ Ｈ に て ｐ Ｈ を １ ０ に コ ン ト ロ ー
ル し た 水 分 散 液 、
ス ラ リ ー 流 量 ： ２ ０ ０ ｃ ｃ ／ 分 、
研 磨 パ ッ ド ： Ｉ Ｃ １ ０ ０ ０ （ Ｒ Ｏ Ｄ Ｅ Ｌ 社 ） 、
荷 重 ： ３ ０ ０ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 、
キ ャ リ ア お よ び テ ー ブ ル の 回 転 数 ： １ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 、
以 上 の 研 磨 条 件 で ２ 分 間 、 研 磨 処 理 を 行 な っ た と こ ろ 、 １ ０ ４ を 容 易 に 除 去 す
る こ と が 出 来 た 。 そ の 結 果 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す 構 造 の 低 誘 電 率 の 絶 縁 膜 １ ０ ３ に 埋 め 込 ま
れ た Ｃ ｕ ダ マ シ ン 配 線 を 得 た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
実 施 例 ２
本 発 明 を 、 上 部 に か ら な る 拡 散 ・ 酸 化 防 止 膜 を 有 す る Ｃ ｕ ダ マ シ ン 配 線 の 形 成 に
適 用 し た 実 施 例 に つ い て 、 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
次 に 、 全 面 に オ ン グ ス ト ロ ー ム の 厚 さ の ２ ０ １ を 堆 積 し た 。 そ の 後 、

２ ０ １ の 、 Ｃ ｕ ダ マ シ ン 配 線 １ ０ ６ 上 を 除 く 部 分 を 研 磨 に よ り 除 去 し た 。 研 磨 の
条 件 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
研 磨 ス ラ リ ー ： １ ． ５ ｗ ｔ ％ の ピ コ リ ン 酸 、 お よ び ５ ｗ ｔ ％ の コ ロ イ ダ ル シ リ カ （ 平 均 粒
径 ： １ ５ ｎ ｍ ） を 含 有 す る 水 分 散 液 （ ｐ Ｈ ： ２ ） 、
ス ラ リ ー 流 量 ： ２ ０ ０ ｃ ｃ ／ 分 、
研 磨 パ ッ ド ： Ｉ Ｃ １ ０ ０ ０ （ Ｒ Ｏ Ｄ Ｅ Ｌ 社 ） 、
荷 重 ： ３ ０ ０ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 、
キ ャ リ ア お よ び テ ー ブ ル の 回 転 数 ： １ ０ ０ ｒ ｐ ｍ
以 上 の 研 磨 条 件 で ２ 分 間 、 研 磨 処 理 を 行 い 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す 構 造 の 、 上 部 に か
ら な る 拡 散 ・ 酸 化 防 止 膜 ２ ０ １ を 有 す る Ｃ ｕ ダ マ シ ン 配 線 を 得 た 。 　 こ の よ う に し て 得 た
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Ｃ ｕ ダ マ シ ン 配 線 の 層 間 容 量 は 、 全 面 に Ｓ ｉ Ｃ 膜 が あ る 構 造 に 対 し 、 ５ ％ の 改 善 が み ら れ
た 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ 】
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